
































　　   人間福祉学部長　牧　里　毎　治 
人間福祉研究を再考する
2間が人間関係を意味したとすれば、社会のなかでしか人間になれない人類、社会関
係のなかで人間存在を証明しようとした和辻哲郎に乗っかるわけではないが、人が命
あるかぎり、未来に夢をもって、現在を暮らし続けることを幸福な人生と呼べるなら、
生活者としての視点から社会との関係を認識し、支援と援助をすることを人間福祉と
理解しよう。
　岡村重夫は、和辻倫理学を下敷きにしながら主体的存在としての人間個人を社会制
度との関係性からその欠損や歪みを是正・調整するところに福祉性を求めたことで有
名だが、生活者として生活困難や生活困窮を捉え、理解するところに人間福祉研究の
核があると思える。生命、生活、人生のすべてを表す Life の言葉こそ人間福祉研究の
探究しなければならない研究対象が隠されていると思うのである。
